
                                                  

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年 ８月 第２号 

5月からピーマン・パプリカ・オクラ・スイカ・朝顔を育てています。

苗を見て興味津々に「それなに？」と近づいてくる子ども達。「ピーマ

ンの苗だよ」と言うと嬉しそうに覗き込んだり、葉っぱに触ったりし

ていました。「花は咲くのかな？」「花の色は何色かな？」と期待を膨

らませながら植えました。毎日花壇に水やりをしながら観察を欠かさ

ず、少しの変化に気づいて「葉っぱがふえたよ」「大きくなってる～」

「花咲いたよ～」と教えてくれる子ども達。いよいよピーマンの収穫

を迎え、塩昆布和えにして食べてみました。いざピーマンを前にする

と躊躇してなかなか口にしない子ども達でしたが、一人の子が「美味

しい」と食べると「苦いけど美味しい」「甘い」と言った言葉が聞かれ

全員完食しました。 

ピーマン嫌いと言っていた子ども達も、育てたピーマンを食べられ

嬉しそうな表情は満足感に満ちていました。野菜の成長を楽しみにし

ながら食育に繋げていきたいと思います。これからパプリカやスイカ、

オクラの収穫もあるので楽しみです。 

 毎日のお掃除習慣として、給食後に雑巾がけを行っています。 

始めはフラフラして真っ直ぐに進まなかったり、途中で休憩をしなが

らの子ども達でしたが、今ではお部屋の端から端まで一気に走りこん

で拭いてくれています。掃き掃除のみにすると「雑巾がけしないの？」

と進んで声を掛けてくれます。自分達の部屋を掃除して綺麗になる気

持ち良さを味わいながら楽しんでいます。 

 雑巾がけを始めてから、体幹や腕の力が強くなり、跳び箱・鉄棒・

のぼり棒などが出来る子が増えてきました。 

 楽しみながら、遊びや運動能力に繋がっていく子ども達のパワーを

受け止め、自信となるようにしていきたいと思っています。 

 

朝顔やひまわりなど夏ならではの花が咲く中、梅雨のどんよりし

た雲を吹き飛ばすほどの、子ども達の笑い声が園内に響き渡ってい

るこの頃。楽しく、安全に園生活を過ごせるよう環境を整えていき、

新型コロナウイルスだけではなく、この時期特有の感染症や熱中症

対策など、子ども達の健康管理・安全対策には十分気を付けて過ご

していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

日が落ちるのが早くなり、冬が駆け足で近づいてくるようです。日

増しに寒さが加わってきましたが、子どもたちはそんな寒さを感じ

させず、元気な笑い声を響かせ園庭を駆け回っています。 

 本格的な冬の季節が来る前に、体育ローテーションや戸外遊びを

十分に取り入れ、丈夫な体作りを目標に元気に過ごしていきたいと

思います。また、衣服の調節をし、子どもたちの体調管理をしっか

り行っていきたいです 

。 

 

 毎週月曜日に、衛生検査を行っています。週末にお子さんの手や

足の爪を確認してください。 

 薬や土曜保育届など、必要書類は期日を守り手渡しで渡してくだ

さい。 


